
0 

 

令和８年度 

 

第４６回日本学校農業クラブ中国ブロック連盟大会 

 

実施要項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

令和８年度第４６回日本学校農業クラブ中国ブロック連盟大会実施要項 

 

１ 期   日  令和８年８月４日（火） 審査員打合せ会、リハーサル 

         令和８年８月５日（水） プロジェクト発表会・意見発表会 

 

２ 会   場  とりぎん文化会館（鳥取県立県民文化会館） 

鳥取市尚徳町１０１－５   電話 0857-21-8700 

           プロジェクト発表会   小ホール   

           意 見 発 表 会   第１会議室  

 

３ 主    催  日本学校農業クラブ中国ブロック連盟 

 

４ 後   援  鳥取県教育委員会     

         鳥取県農業協同組合中央会 

         公益財団法人とっとりコンベンションビューロー 

 

５ 内   容  プロジェクト発表会 （分野 Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類）            

意 見 発 表 会 （分野 Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類） 

 

６ 担 当 校  開閉会式       鳥取県立鳥取湖陵高等学校   

プロジェクト発表会  鳥取県立倉吉農業高等学校 

         意見発表会      鳥取県立智頭農林高等学校 

         補助         鳥取県立日野高等学校  

  

７ 来   賓  鳥取県教育委員会事務局高等学校課  課長   木村 彰志 氏 

         鳥取県教育委員会事務局高等学校課  係長   濱田 勝義 氏 

鳥取県農業協同組合中央会      会長   蔵増 保則 氏 

鳥取県農業協同組合中央会      専務理事 坂根 康之 氏 

鳥取県立農業大学校         校長   門脇 博成 氏 

          

８ 外部審査員 

（１）プロジェクト発表会  審査員長 鳥取県立農業大学校     校長   門脇 博成 氏 

（２）意見発表会      審査員長 鳥取県農業協同組合中央会  専務理事 坂根 康之 氏 

 

９ 発表順位  

 プロジェクト発表会  意見発表会  

 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 

順番 県連盟 県連盟 県連盟 県連盟 県連盟 県連盟 

１ 鳥取 鳥取 山口 広島 山口 広島 

２ 岡山 山口 岡山 島根 広島 岡山 

３ 山口 島根 島根 山口 島根 山口 

４ 広島 広島 鳥取 鳥取 岡山 島根 

５ 島根 岡山 広島 岡山 鳥取 鳥取 

 

10 事 務 局  鳥取県立鳥取湖陵高等学校 

          〒680-0941 鳥取県鳥取市湖山町北３丁目２５０ 

          ＴＥＬ   ０８５７－２８－０２５０ 

          ＦＡＸ   ０８５７－２８－０１０５ 
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11 日   程 

（１）令和８年８月４日（火） 

行 事 時 間 会 場 

（運営）会場集合・全体説明 ９：００～ ９：１０ 小ホール 

（運営）会場設営 ９：１０～１０：５０ 各会場 

（運営）司会進行リハーサル １０：５０～１１：２０ 小ホール、第１会議室 

（運営）開会式・閉会式リハーサル １１：２０～１１：４０ 小ホール 

受付 １２：３０～１３：００ 小ホール・ホワイエ 

審査員打合会（プロ・意見） １３：１０～１４：１０ プロ：第５会議室 

意見：第６会議室 記録簿審査 （プロのみ） １４：５０～１６：５０ 

全体説明 １４：２０～１４：５０ 小ホール、第１会議室 

プロジェクト発表会 

リハーサル 

分野 Ⅰ 類 １４：５０～１５：３０ 

小ホール 分野 Ⅱ 類 １５：３０～１６：１０ 

分野 Ⅲ 類 １６：１０～１６：５０ 

意見発表会 

リハーサル 

分野 Ⅰ 類 １５：００～１５：２０ 

第１会議室 分野 Ⅱ 類 １５：２０～１５：４０ 

分野 Ⅲ 類 １５：４０～１６：００ 

（２）令和８年８月５日（水） 

行 事 時 間 会 場 

受付 ９：００～ ９：１０ 小ホール・ホワイエ 

開会式・日程説明 ９：１５～ ９：３５ 小ホール 

プロジェクト発表会 

準備・移動 ９：３５～ ９：４５ 

小ホール 

分野 Ⅰ 類 ９：４５～１１：００ 

休憩 １１：００～１１：１０ 

分野 Ⅱ 類 １１：１０～１２：２５ 

休憩・昼食 １２：２５～１３：０５ 

分野 Ⅲ 類 １３：０５～１４：２０ 

審査会 １４：３０～１５：００ 第５会議室 

審査集計 １１：３０～１４：３０ 第４会議室 

意見発表会 

準備・移動  ９：３５～１０：００ 

第１会議室 

分野 Ⅰ 類 １０：００～１０：５０ 

休憩 １０：５０～１１：００ 

分野 Ⅱ 類 １１：００～１１：５０ 

休憩・昼食 １１：５０～１２：３０ 

分野 Ⅲ 類 １２：３０～１３：２０ 

審査会 １３：３０～１４：００ 第６会議室 

審査集計 １１：３０～１３：３０ 第４会議室 

閉会式準備 １５：００～１５：１５ 
小ホール 

閉会式・諸連絡 １５：１５～１５：４５ 

※  本部         （第４会議室）    審査員・来賓控室   （第１０楽屋）   

審査委員打合会・審査会（第５・６会議室） 県外生徒・教員荷物置場（第２会議室）  

※ 発表後の質疑・応答は行わない。 

※ 活動記録簿は、８月５日（水）９：００～１４：００の間「小ホール・ホワイエ」にて公開する。 

※ 活動記録簿は、８月５日（水）審査会終了後、受付にて返却する。 
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令和８年度第４６回日本学校農業クラブ中国ブロック連盟大会 

プロジェクト発表会実施要項 

 

１ 目  的  各県連盟において選出された代表が、日頃のプロジェクト活動の成果を発表し、クラ

ブ員の３大目標を高めるとともに、専門的な能力や態度を高めることを目的とする。 

  

２ 会  場  とりぎん文化会館 小ホール 

 

３ 日  程  令和８年８月４日（火） 審査員打合せ会・リハーサル 

令和８年８月５日（水） プロジェクト発表会 

 

４ 発表分野  分野【Ⅰ類（農業生産・農業経営）】 

１ 農業生物の育成や生産性向上に関すること 

２ 農業生産物の加工・流通・消費に関すること 

３ 農業の経営や経済活動に関すること 

 

分野【Ⅱ類（国土保全・環境創造）】  

１ 国土の保全や環境創造に関すること 

２ 森林資源の活用に関すること 

 

分野【Ⅲ類（資源活用・地域振興）】 

１ 園芸作物や社会動物の活用に関すること 

２ 地域資源の活用や地域の振興に関すること 

  

５ 事前提出物  審査のための資料として、エントリーシート、活動記録簿、発表原稿を提出する。 

（様式は各県事務局にデータを送信しますのでご利用ください。） 

（１）エントリーシート 15部 

様式は参加申込要領を参考に作成してください。 

（２）活動記録簿Ａ４ファイル １冊  

 発表に直接関係のある資料や写真を精選し、Ａ４ファイル１冊に整理したもの。 

  ※ 表表紙、裏表紙、背表紙に装飾や写真を使用しない。 

（３）発表原稿 15部 

ア 図表、写真等、発表に使用する内容を示すものを含めたもの。 

イ 用紙はＡ４判とし、横書き、片面印刷とする。 

ウ 原稿の書式は、余白を上下各20mm、左右各25mm、１行40字×40行、ＭＳ明朝体10.5ポイ

ントとすること。 

※ 表紙に装飾や写真を使用しないこと。 

（４）提出期限  

８月４日(火) 受付終了時間（１３：００） 

（５）提出先  

受付（日本学校農業クラブ中国ブロック連盟事務局） 

（６）活動記録簿の返却 

    ８月５日（水）閉会式後に受付場所で返却する。 
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６ 出場資格、発表者および発表補助者 

（１）発表に参加するクラブ員は発表分野ごとに、各県連盟で審査の結果、最優秀に選ばれたグループ

とする。 

（２）１校当たりの参加数は、発表分野ごとに各校１チームとする。 

（３）個人研究であっても補助者を含む発表とする。 

（４）発表者は、いずれの発表分野についても男女・学科・学年を問わない。 

（５）発表者および発表補助者数は合わせて１０名以内とする。 

（６）発表者は口頭発表を行う者とし、３名以内とする。発表補助者は視聴覚機器の操作、標本・模型

の演示など、発表の補助を行う者とする。 

（７）レーザーポインタは発表者各自の持ち込みとする。指示棒の利用は認めない。 

 

７ 発表方法 

（１）発表は視聴覚機器を使用した口頭発表とする。必要に応じて標本・模型などを使用した演示をし

てもよい。また視聴覚機器、標本、模型には音声・動画が挿入されていてもよい。発表に録音され

た音声を使用する場合、必要な機器は発表校が準備する。ただし、動画の中で発表している生徒に

ついては、発表者となるので、申込み時に申込用紙の発表者に○を記入すること。 

（２）プロジェクターの台数は、１台とする。 

（３）事前に提出した発表原稿と発表内容が異なることは認められない。ただし、発表の一字一句の違

いを判断するものではない。 

（４）発表におけるスライドの画角サイズは「１６：９」とする。 

（５）プロジェクターは、実施担当校で準備する。 

（６）スクリーンの大きさは会場の設定に合わせる。 

 

８ 発表要領 

（１）発表順位は、代議員会で抽選を行った結果で実施する。 

（２）発表に録音された音声を使用する場合、必要な機器は発表校が準備する。 

（３）準備時間は３分以内とし、５分で打ちきりとする。準備時間はあくまで機器の調整およびテスト

のためのものであり、その目的が達成されたら直ちに終了すること。準備時間が３分を超えた場合

は、減点の対象とする。 

（４）準備時間の計測は、実施担当校の「準備を始めてください。」のアナウンスにより開始し、準備

時間の終了は、発表者の「…準備を終わります」や「…準備が終わりました」など、終わりを告げ

るまでとする。 

（５）発表開始時のブラック画面の映写は演示に含まれないが、ブラック画面から1枚目のスライドま

での切り替えにアニメーション効果や曖昧な映写が含まれないようにする。スライド開始の判断が

難しい場合は、実施担当校の計測による計時を発表開始時間とする。（発表終了も同様に行う。） 

（６）スライド画面の切り替えは発表補助者が行うものとし、画面が自動で切り替わる機能（自動実行

機能、スライドショーのリハーサル機能等）の利用は禁止する。 

（７）照明（サスペンションライト等）の操作は、リハーサル時に発表校が練習を行い、発表校の責任

で操作する。 

（８）音声出力は実施担当校が準備する音響コード『ＨＤＭＩ』を発表校の責任でパソコン等に接続

し、音量調節を行う。この接続により音声が出力されるように設定しておくこと。 

（９）計測機器は計時機能のみの機器とし、持ち込みは制限しない。発表中の補助者からの掲示や合

図は認めない。 

（10）発表後の質疑応答は行わない。 
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９ 発表時間 

（１）発表時間は１０分として１０分を超えた場合は減点とする。 

   ※時間計測は表現開始より表現終了までとする。 

（２）表現開始とは、発声者の第一声、演示の開始のうち早いものとする。 

※時間計測を開始する表現開始のうち、「演示の開始」はスクリーンへの映写開始も含まれる。

ただし、ブラックスクリーンは演示に含めない。 

※表現開始のスライドは、アニメーション機能を使用できない。 

（３）表現終了とは、演示の終了かつ発表者が「・・・終わります」や「終わりました」など終わりを

告げるまでとする。 

※「終わります」や「終わりました」など終わりがはっきりとわかる表現であれば文言は問わ

ない。 

※表現終了は、発表者の終わりを告げる発声と演示の終了のどちらも成立していなければなら

ない。成立した時点を表現終了とし計測を終了する。 

（４）時間表示はベルで行い、８分（１鈴）、１０分（２鈴）、１２分（乱鈴）とする。 

（５）発表準備のための時間は３分以内とし、２分（１鈴）、３分（２鈴）、５分（乱鈴）で打ち切り

とする。 

（６）準備時間設定の目的は、マイクやプロジェクター等の点検にあるから、発表内容の宣伝や拡大と

認められた場合は審査基準の「発表方法」で減点の対象とする。 

  

１０ 審査および審査員会 

（１）審査は発表分野ごとにプレイスナンバー方式で行い、最優秀賞、優秀賞を選出する。 

（２）最優秀賞に選ばれた者（またはグループ）は、全国大会にブロック連盟代表として出場する。 

（３）審査員会は次に示す審査員によって構成する。 

    ア 審査員は、各県代表引率の２名と農業クラブに理解の深い学識経験者１名をもってあたり

計１１名とする。ただし、同一校から３分野出場した場合は、出場県の事務局の責任にお

いて選出することを原則とする。 

    イ 自県の審査は行わない。よって１つの発表は９名で審査を行う。 

     ウ 審査員の席は、同一県で並ばないこととする。（大会事務局で指定） 

（４）審査に関する詳細については別途定める。 

 

１１ 表  彰   

（１）最優秀賞は分野ごとに１グループとし、その他は全員優秀賞とする。 

（２）表彰式での表彰は最優秀賞のみとする。 

 

１２ 審査基準および配点 

（１）令和８年度全国大会実施基準に準じて行う。 

（２）採点は、１００点満点とする。 

（３）発表時間は１０分とし、１０分を超えた場合は以下のように減点とする。 

      「発表時間および準備時間超過については、下記の表を適用する」 

超過時間 ３０秒まで 
３０秒超過～ 

  ６０秒まで 

６０秒超過～ 

  ９０秒まで 

９０秒超過～ 

 １２０秒まで 

１２０秒を経過

したもの 

減点数 ２点 ４点 ６点 ８点 １０点 

（４）順位決定については、プレイスナンバー方式で行う。 
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（５）審査項目と配点は、下記の表のとおりとする。 

 

項目 事前資料 発表 

審査 発表原稿と活動記録簿 発表内容 発表方法 

配点 ２０点 ５０点 ３０点 

審 

 

査 

 

項 

 

目 

１ 

発表原稿は誤字

脱字なく書かれ

ており、図表等

を活用しわかり

やすくまとめら

れているか 

４ 

点 
１ 

エントリーシー

トの内容を踏ま

え、学びの実態

に即した構成で

あるか 

５ 

点 
１ 

発表に関する準

備や機器の活用

は適切であった

か 

５ 

点 

２ 

活 動 は 計 画 的

で、検証・評価

に基づき、学び

の実態を踏まえ

た適切な方法を

用いているか 

４

点 
２ 

関係する科目に

おける見方、考

え方をいかし、

課題の解決に向

けて学びに向か

う姿勢がみられ

るか 

15 

点 

２ 

発表方法や態度

は適切であり、

分かりやすいも

のであったか 

（発表中の特殊

なパフォーマン

スを評価するも

のではない） 

15 

点 

３ 

課題解決に向け

て実践記録やデ

ータ収集が適切

に行われている

か 

４

点 
３ 

自然環境、生活

環境や地域創造

を考慮した持続

可能な取り組み

内容となってい

るか 

15 

点 

４ 

記載されている

結果には再現性

や信頼性がある

か 

４

点 

４ 

発表内容は精選さ

れ、成果は論理

的・客観的に検討

されているか 

15 

点 
３ 

審査員からの質疑

に対して、適切な

応答ができている

か 

10 

点 

５ 

掲載されている資

料は、精選され適

切な内容となって

いるか 

４

点 

   ※斜線部分は審査を行はないが点数はそのまま加点する。 
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令和８年度第４６回日本学校農業クラブ中国ブロック連盟大会 

プロジェクト発表会申し合わせ事項 

 

１ 発表順番 

同一分野に関する発表順番は、中国ブロック連盟代議員会において抽選により決定する。 

 

２ リハーサル 

リハーサルについては、１グループ５分とする。機器設定の確認、発表者の立ち位置、音量、

調整と出入りとする。リハーサル順は、発表順とする。 

 

３ 審  査 

（１）採点 

   ア 採点は１００点満点とする。 

   イ 自県の発表は採点しない。 

   ウ 時間超過による減点は下の表を適用し、審査員はおこなわず事務局が指示し、総点より減

点し得点を記入する。 

超過時間 ３０秒まで 
３０秒超過～ 

  ６０秒まで 

６０秒超過～ 

  ９０秒まで 

９０秒超過～ 

 １２０秒まで 

１２０秒を経過

したもの 

減点数 ２点 ４点 ６点 ８点 １０点 

 

    エ 事前資料（活動記録簿１冊、発表原稿及びエントリーシート１５部）の遅延による減点に

ついて受付時間に遅れた場合は事前資料の得点は０点とする。発表当日受付終了までに提

出しない場合は発表についても審査しない。この場合、最優秀賞としない。事前資料の様

式に不備があった場合の扱いについては、審査会において協議する。 

       ※記録簿は、発表生徒が手掛けたもののみを審査するものとし、はっきりと分かるように

準備する。 

（２）集計 

    ア 得点集計は各分野全ての発表終了後に行う。 

    イ 順位決定については、プレイスナンバー方式（全国大会実施基準に準ずる）で行う。 

    ウ 得点集計・順位決定の立会人は、ブロック連盟事務局とする。 

（３）審査用紙 

    ア 審査用紙は別紙のとおりとする。 

    イ 審査用紙は分野毎とし、１枚に５発表の得点と順位決定、審査員名を記入するものとする。 

 

４ そ の 他   

（１）その他のことについては、令和８年度全国大会実施基準に準じて行う。 

（２）記録簿の審査は１４：５０～１６：５０の間に厳正に審査することとし、自校のリハーサルにも

参加することができる。      

0′ 0″99 → ０秒 

0′１″00 → １秒 
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令和８年度第４６回日本学校農業クラブ中国ブロック連盟大会 

意見発表会実施要項 

 

１ 目  的  各県連盟において選出された代表が、身近な問題や将来の問題について抱負や意見を

交換し、クラブ員の３大目標を高めるとともに、主体的に問題を解決する能力と態度を

養うことを目的とする。 

 

２ 会  場  とりぎん文化会館 第１会議室 

 

３ 日  程  令和８年８月４日（火）  審査員打合せ会・リハーサル   

              令和８年８月５日（水）  意見発表会 

       

４ 発表分野  分野【Ⅰ類（農業生産 農業経営）】 

１ 農業生物の育成や生産性向上に関する意見 

２ 農業生産物の加工・流通・消費に関する意見 

３ 農業の経営や経済活動に関する意見 

     

分野【Ⅱ類（国土保全 環境創造）】 

１ 国土の保全や環境創造に関する意見 

２ 森林資源の活用に関する意見 

     

分野【Ⅲ類（資源活用 地域振興）】 

１ 園芸作物や社会動物の活用に関する意見 

２ 地域資源の活用や地域の振興に関する意見 

 

５ 事前提出物 （様式は各県事務局にデータを送信していますのでご利用ください。） 

（１）エントリーシート 15部 

様式は参加申込要領を参考に作成してください。 

（２）発表原稿 15部（カラー印刷はしないこと） 

ア 用紙の書式はＡ４版とし、横書き片面印刷２ページ以内とする。 

イ 表紙の様式は参加申込要領を参考に作成してください。 

    ウ 原稿の書式は、余白を上下各20mm、左右各25mm、１行40文字×40行、ＭＳ明朝10.5ポイ

ントとすること。 

    エ 発表原稿の綴じ方は、１枚目に表紙｛表（おもて）面のみ｝、２枚目以降に発表原稿を片

面印刷し、所定の位置を綴じて提出すること。  

（３）提出期限  

     ８月４日(火) 受付終了時間（１３：００） 

（４）提出先 

     受付（日本学校農業クラブ中国ブロック連盟事務局） 

 

６ 出場資格 

（１）発表者は、発表分野ごとに、各県連盟で選ばれた１名とする。 

（２）発表者は、いずれの発表分野についても男女・学科・学年を問わない。 
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７ 発表方法 

（１）発表者は一人で口頭発表のみとする。 

（２）事前に提出した発表原稿と発表内容が異なることは認められない。ただし、発表の一字一句の違

いを判断するものではない。 

（３）発表終了後の、質疑応答を行わない。 

 

８ 発表要領 

（１）発表順位は、中国ブロック代議員会で決定する。 

（２）発表時間の計測は、発表者の第一声として「…終わります。」等の終わりを告げるまでとする。 

（３）発表終了後の質疑応答は行わない。 

 

９  発表時間 

（１）発表時間は７分として、７分を超えた場合は減点とする。 

（２）時間表示は、６分（１鈴）、７分（２鈴）、８分（乱鈴）とする。 

（３）発表者は、音のでない時計（ストップウォッチ等）を演台において確認してもよい。 

 

１０ 審査および審査員会 

（１）審査は発表分野ごとにプレイスナンバー方式で行い、最優秀賞、優秀賞を選出する。 

（２）最優秀賞に選ばれた者は、全国大会にブロック連盟代表として出場する。 

（３）審査員会は、次に示す審査員をもって構成する。 

ア 審査員は、各県代表引率の２名と農業クラブに理解の深い学識経験者１名をもってあた

り計１１名とする。ただし、同一校から３分野出場した場合は、出場県の事務局の責任に

おいて選出することを原則とする。 

    イ 自県の審査は行わない。よって１つの発表は９名で審査を行う。 

    ウ 審査員の席は、同一県で並ばないこととする。（大会事務局で指定する） 

（４）審査に関する詳細については別途定める。 

 

１１ 表  彰 

（１）最優秀賞は分野ごとに１名とし、その他は全員優秀賞とする。 

（２）表彰式での表彰は最優秀賞のみとする。 

 

１２ 審査基準および配点 

（１）令和８年度全国大会実施基準に準じて行う。 

（２）採点は、７０点満点とする。 

（３）発表時間は７分とし、発表時間超過については、下記の表による減点を適用する。 

超過時間 １～３０秒まで ３１秒超過～６０秒まで ６１秒を経過したもの 

減 点 数 １点 ２点 ３点 

（４）発表時間の計測は、発表者の第一声として「･･･終わります。」等の終わりを告げるまでとする。 
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（５）審査項目と配点は、下記の表のとおりとする。 

項目 事前資料 発表 

審査 発表原稿とエントリーシート 発表内容 発表方法 

配点 １０点 ３０点 ３０点 

審 

 

査 

 

項 

 

目 

１ 

発表原稿は誤字脱

字なく、書かれて

いるか 

５ 

点 
１ 

学びの実態を踏ま

えた実践的・体験

的な学習活動であ

り、段階的な意見

構築となっている

か 

10 

点 
１ 

発表方法や態度

が適切であった

か（発表中の特

殊なパフォーマ

ンスを評価する

ものではない） 

５ 

点 

２ 

発表原稿はエント

リーシートの内容

を踏まえた構成で

あるか 

５ 

点 

２ 

自己の意見が整理

され、論旨が明確

で、一貫性のある

意見であるか 

10 

点 
２ 

意見は分かりや

すく、聴き手に

よく理解された

か 

15 

点 

３ 

意見が具体的で説

得力があり、建設

的であるか 

10 

点 
３ 

審査員からの質疑

に対して、適切な

応答ができている

か 

10 

点 

 ※斜線部分は審査を行はないが点数はそのまま加点する。 
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令和７年度第４５回日本学校農業クラブ中国ブロック連盟大会 

意見発表会申し合わせ事項 

 

１ 発表順番 

 同一分野に関する発表順番は、中国ブロック連盟代議員会において抽選により決定する。 

 

２ リハーサル 

リハーサルについては、１校３分とする。リハーサル順は、発表順とする。 

 

３ 審 査 

（１）採 点 

  ア 採点は７０点満点とする。 

  イ 自県の発表は採点しない。 

  ウ 時間経過による減点は、次の通りとする。 

超過時間 １～３０秒まで ３１秒超過～６０秒まで ６１秒を経過したもの 

減 点 数 １点 ２点 ３点 

     

  エ  時間超過による減点は、審査員は行わず、事務局が指示し、総点より減点した得点を記入する。 

オ 発表原稿の遅延による減点について受付時間に遅れた場合は事前資料の得点は０点とする。発

表当日受付終了までに提出しない場合は発表についても審査しない。この場合、最優秀賞とし

ない。事前資料の様式に不備があった場合の扱いについては、審査会において協議する。 

（２）集 計 

  ア 得点集計は各分野の発表終了後に行い、発表と集計を平行することにより時間の短縮をはかる。 

  イ 順位決定については、プレイスナンバー方式で行う。 

  ウ 得点集計・順位決定の立会人はブロック連盟事務局とする。 

（３）審査用紙 

  ア 審査用紙は別紙のとおりとする。 

  イ 審査用紙は分野毎とし、１枚に５発表の得点と順位決定、審査員名を記入するものとする。 

 

４ そ の 他  その他のことについては、令和８年度全国大会実施基準に準じて行う。 

 

５ 確認事項（平成１３年度第２回中国ブロック顧問会議より）  

  発表原稿 

   ①提出原稿には、写真・新聞を添付してはならない。 

   ②原稿の内容は文字のみとすること。 

   ③以上２項に違反があれば、審査対象外とする。 


